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ニチレイバイオサイエンスとライカ マイクロシステムズ、 
「BOND シリーズ」で使用する免疫組織化学試薬・診断薬の開発・製造販売を目的とした 

業務提携契約を締結 
 

株式会社ニチレイバイオサイエンス（本社：東京都中央区、代表取締役社長：横井 英
夫、以下ニチレイバイオサイエンス）とライカ マイクロシステムズ株式会社（本社：東
京都新宿区、代表取締役：大河内 弘治）ライカ バイオシステムズ事業本部（以下ライカ 
バイオシステムズ）は、ライカ バイオシステムズが製造販売する全自動免疫染色装置
「BOND シリーズ」で使用する免疫組織化学（IHC）試薬・診断薬をニチレイバイオサイ
エンスが開発・製造販売することを目的とした業務提携契約を 2025 年 12 月 22 日に締結
致しました。 

 
＜背景について＞ 
現在、IHC は病理診断に欠かせない技術で、腫瘍の起源や悪性度、原発巣の特定など、

疾患の分類や鑑別に直結する情報を提供します。さらに、分子標的治療などが普及するな
か治療方針を決めるために必要なバイオマーカー検査としても用いられ、個別化医療を支
える重要な役割を担っています。 
近年、IHC の重要性はますます高まっており、特に迅速で再現性の高い標本作製と正確

な染色結果に基づく診断が、がん診療を含む臨床現場で強く求められています。 
 

＜今回の取り組みについて＞ 
ニチレイバイオサイエンスは、IHC に使用する第一抗体および酵素標識ポリマー試薬の

開発・製造とそれを応用した IHC 試薬・診断薬（ヒストファイン シリーズ）の製造販売
を強みとし、非小細胞肺がん患者への ALK 阻害剤の適応判定に用いるコンパニオン診断薬
「ヒストファイン ALK iAEP®キット」の製品化などを実現してきました。 
一方、ライカ バイオシステムズは、病理用研究機器・医療機器を幅広く取り揃え、ス

ライド標本の作製からデジタルパソロジーまでをカバーする病理学分野のグローバルリー
ダーです。また IHC に対応する全自動免疫染色装置として「BOND シリーズ」を展開して



   

おり、装置の操作性、標本作製の迅速性、染色結果の再現性などの面で高い評価を得てい
ます。「BOND シリーズ」は、革新的な技術と高い信頼性により、業界を牽引する存在と
なっています。 
 
今回の提携に基づき、今後両社は以下の通り活動して参ります。 
① 非小細胞肺がん患者への ALK 阻害剤の適応判定に用いるコンパニオン診断薬の

「BOND シリーズ」BOND-Ⅲへの最適化と開発の推進 
② 「BOND シリーズ」に最適化した新たな体外診断用医薬品・コンパニオン診断薬の

開発の推進 
③ 「BOND シリーズ」に最適化した研究用試薬第一抗体の開発の推進 

 
＜今後について＞ 
将来の展望として、両社の強みと技術を活かし、病理診断や病理学的研究に利用可能な
IHC 試薬・診断薬の「BOND シリーズ」専用試薬としての市場展開を目指して参ります。
加えて、日本国内外での展開を視野に「BOND シリーズ」用の新たな体外診断用医薬品・
コンパニオン診断薬の開発にも積極的に取り組み、迅速かつ高精度な診断ソリューション
を提供することで、個別化医療の推進に貢献して参ります。 
 
＜参考＞ 
■株式会社ニチレイバイオサイエンスについて 
ニチレイバイオサイエンスは、ニチレイグループの素材調達力とバイオテクノロジー分野
の技術力を活かし、分子診断薬、迅速診断薬、バイオ医薬品原料の 3 つの分野で事業を展
開しています。これまで培った技術力・調達力・品質保証力を活かし、高品質の製品・サ
ービスを通じ、医療・健康・バイオ産業の発展に貢献することを目指しています。 
 
■ライカ バイオシステムズについて 
ライカ バイオシステムズはがん診断企業であり、解剖病理学およびデジタル病理学ソリュ
ーションのグローバルリーダーです。同社は、検体前処理・染色から画像化・報告に至る
病理プロセス各段階向けの包括的な製品群を提供しています。生検から診断までの全ワー
クフローを自社で保有する唯一の企業として、各工程間の障壁を取り除くことにおいて独
自の立場を築いています。当社の企業文化の中心には「がん診断を進歩させ、命を救う」
という使命があり、ダナハー・コーポレーションのグループ企業です。 
 
＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
株式会社ニチレイバイオサイエンス 事業戦略部 
TEL：03-3248-2208 
E-mail：SG_A14K@nichirei.co.jp 


